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第９回大会シンポジウム：大学スポーツのマネジメント

はじめに

廣田 章光氏（近畿大学経営学部教授）

最初に私の方で今回の「大学スポーツのマネジメント」について、世の中を取り巻く環境につい

て少しお話をさせていただき、その上で今日のパネリストの先生方のお話をお伺いしたいと思いま

す。

スポーツを取り巻く環境の変化
まず、実は今週末締め切りの論文がありまして、最初に書こうと思っているのがこの話です。マ

ルクス・レームさん。みなさんもよくご存知だと思いますが、去年、あるいは数年前からこのレ

ームさんは世界記録を連発されています。今年のオーストラリアの大会では 8m18という記録で、

これはオリンピックの公式記録の 8m15を上回った記録です。ご存知の通り、右足が損傷していて、

義足をされています。オリンピックに健常者と一緒に出場することを強く要望していたのですが、

様々なルールの制約で、今回の出場は叶いませんでした。
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	 世耕 石弘氏（近畿大学 広報部長）
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なぜ最初にこの話をみなさんにご紹介するかというと、おそらくこれからのスポーツを取り巻く

環境、あるいは社会全体の環境がかなり不透明ということ。今までのルールが徐々に通用しなくな

っている。こういう状況にあるのではないかということです。私の専門にしているマーケティング

の分野においても、やはりこれがクローズアップされていまして、今まで問題を解決するというこ

とにみなさん力を入れてきたし、私もそれについての研究をしてきました。しかしここ数年言われ

ているのは、問題の発見力をもっと磨いていかないといけないのではないかということです。とこ

ろが日本では、問題の解決をいかにするかということを学生に教えていますし、企業の研修でもこ

ういうことをやっています。ところが、問題の発見というのが、社会でも、そして企業でも強く求

められるような状況になってくるということです。問題の発見には、やはり Try & Errorを重ねる

ことが非常に重要で、今日のパネリストの方々のキーワードもこのあたりに出てくるのではないか

と思っています。

問題発見型のアプローチは、基本的には「ゼロイチ」のアプローチ、0から 1を生み出していく、

全く無いものから 1を生み出していく、こういったことのウエイトが今後増してくるのではない

かということです。多分みなさんの研究分野、あるいは組織が置かれている状況もこういう状況か

と思います。では問題発見型のアプローチをするときに、どういうところに注目したらいいかとい

うと、一つはメインストリームではなくエクストリーム、こういうことがイノベーションの分野で

はキーワードとなっています。我々はボリュームだとか大きな流れに注目するのですが、このメイ

ンストリームをいくら分析しても、なかなか次の手がかりは得られない。そこで今注目しているの

はこのエクストリーム。例えば、今まで我々があまり注目していなかったマイノリティーのような

人たちとか、あるいは地域とか、こういうところに次のヒントが隠されていると言われております。

シンポジウムの狙い
今日のシンポジウムの狙いですが、大学のスポーツマネジメントと大きなタイトルではあります

が、いくつか少し分割をしてみました。一つは、スポーツの社会の役割をもう一度考えてみましょ

うということです。恐らく今日お集りの先生方はそれを研究とされているので、まさしく最前線に

いらっしゃると思います。我々のシンポジウムでもまず、そのスポーツの社会の役割というものを

もう一度考えてみましょう。その中で、新しい可能性が必ずあるだろうということです。二番目に、

スポーツにおける国内あるいは海外におけるイノベーション、新しい可能性といったところを、こ

れからの議論の中で探っていきたいと思います。その上で、今日の大きなテーマである「大学にお

けるスポーツの新たな可能性」、その中には先生方がおやりになっている研究の新しいテーマもあ

るかと思いますし、教育ということでもありますし、それから経営に関する話。先ほどの松浪先生

の話にもありましが、お金を稼ぐことはやはり大事だと思いました。広報・マーケティングといっ

た可能性もありますし、あるいは地域創生、社会共生というところも大きなキーワードになろうか

と思います。

そろそろシンポジウムの本題に入っていきたいと思います。まずは今日ご登壇いただく先生方お

一人ずつ、現在の活動、あるいは過去の活動も含めて、数分で少しご紹介をいただきながら、最初

の手掛かりをつかんでいきたいと思います。
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シンポジストの紹介

藤井 純一氏（池坊短期大学学長）
藤井でございます。池坊短期大学の学長をしておりますけれども、立命館大学スポーツ健康科学

部の非常勤講師、大阪体育大学、阪南大学の方でもお世話になっております。僕が有名なのはファ

イターズということでご存知だと思います。大学のこういう研究の世界に入らせていただいたのも、

ファイターズが「有っても無くても良い球団」から「必要な球団」になったということで認めてい

ただいているのかなという気がしております。今年は 10年ぶりに日本一になりました。広島が絶

対優勝するだろうとみんな思っていたのですけどね。日本全国が広島ファンとも言われていたので、

そういう意味では非常に厳しいかなと思ったのですけれども、優勝しました。

大学と、それからもう一つは地域をスポーツでどう活性化していけるかというような講演をよく

頼まれます。そういう講演と、会社のマネジメントの講演が非常に多い状況です。スポーツに関し

ましてはあまり表に出ていませんが、スポーツビジネスアカデミーというのを東京でやっておりま

す。

小笠原 悦子氏（順天堂大学女性スポーツ研究センター長）
小笠原です。私自身は水泳のコーチをやっておりました。鹿屋体育大学の時に 1988年のソウル

オリンピックにも帯同しました。そのあと鹿屋体育大学を辞めまして、まさにカレッジスポーツの

ど真ん中で有ります Ohio Stateで博士号をとるべく 4年間勉強いたしました。そこでスポーツマネ

ジメントの勉強をしていた時に、やはり大学スポーツというのが日本とは全く違う概念と、スケー

ルと、そして興奮と、いろいろな意味で 4年間の体験が私を変えたといってもいいと思います。

そしてちょうど 2年前、NCAAの女性コーチアカデミーというものにコーチの一人として参加

いたしました。そして、すごい教育をやっているということを体感しました。これは日本でやるし

かないということで、すぐに女性コーチアカデミーを創設し、実際の教育に入りました。

順天堂大学には 2011年に来たのですが、文部科学省から女性アスリートのサポート戦略を考え

るという 2年間のプロジェクトをいただきました。それを、国内外合わせて 40名くらいのプロジ

ェクトメンバーで実際に戦略を考えました。これは何かといいますと、2020年を超えた世界、こ

れから女性アスリートをどんなふうに持っていったらいいのか方向性を示したものです。その後、

ちょうど 2年前くらいに私立大学戦略的基盤形成事業で女性スポーツ研究センターを立ち上げて、

研究を実行するというプロジェクトを興しました。すなわち、私たちが描いた絵を研究という部門

で実際に実行している形になります。この後また詳しく話させていただきます。

世耕 石弘氏（近畿大学広報部長）
近畿大学広報部の世耕でございます。私だけあまり大学で教えたり研究したりということをして

いなくて、スポーツに関しても日ごろからずっと考えているわけでもない立場です。日ごろの私の

業務は、大学の広報ということで、ブランディングとかマーケティングと言われるのですが、近大

の広報としてはあまりそこを意識せずに、コミュニケーション戦略と言っています。とにかく徹底

して世の中に情報を出していく。例えば今日皆さんにお渡ししている学会のパンフレットの裏に「近

大発のパチもんでんねん。」とある。これは普通の大学は絶対広告に出さないです。ましてやウナ

ギが絶滅の危機にある今、ウナギの完全養殖をできるまでナマズでちょっと我慢して、という我々
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の大学の面白い研究ですが、あまり学術の世界では評価されない。僕らは「おもろいやん」という

ので、やろうとなる。ブランディングと考えると、こういう広告を出すのがいいのかと相当みんな

考えてしまう。多分、出さないという選択をすると思うのですが、あくまでコミュニケーション戦

略なんです。近大の存在感をしっかり出していこう。そんな面白いことばかりをやっています。

今日もお配りしていたと思うのですが、うちの大学案内、是非これも見てください。皆さんが所

属されている大学と何が違うのか。実は東京のファッション誌の「Tokyo graffiti」というところと

一緒に組んで、ファッション誌みたいな大学案内というのを作っています。これは Yahoo!でもト

ップページで紹介されて、すごく炎上しました。この中では学術研究の話はほぼカットして、楽し

いキャンパスライフしか出していない。学術研究をやってない大学ではなくて、しっかりやってい

るのですが、そんな情報はネットで見ればいい。パンフレットの役割が変わって、深い情報はネッ

トで見たらいい。ましてや僕らは 14学部 48学科あるので、そんなものをここに入れて辞書みた

いなものにしても誰も読みたくない。それで手法を変えてやりました。そんなことばっかりやって

います。

原点は「コミュニケーション戦略」で、ものごとをちゃんと伝えていこうという意味です。その

中で、こういうところへお招きいただいたときには、日ごろからフラストレーションというか、大

学スポーツに対して本当に腹が立っていることもたくさんあります。正直この大学案内でも、どの

クラブが強いかなんて一言も書いていないです。大学の人もよく勘違いされているのですが、スポ

ーツが強くなったら知名度が上がって志願者が増えるみたいな幻想があります。しかしそんなデー

タがあっても関係ないです。ポイントになる人は少し使ったりしていますが、基本的に「スポーツ

が強い大学ですよ」とは一言も書いてないです。書かなくたって志願者は集めようと思えば集まり

ます。そういう意味で、昔に比べて大学のスポーツ・運動部の役割が変わってきていて、大学の名

前を売るために存在しているわけじゃないということです。日本もアメリカ型の大学スポーツみた

いにならないか。UCLAと USCのアメフトの戦いみたいに、あのエリア自体が全部盛り上がるよ

うなことがなぜできないのか。そこにマネジメントの欠陥があるのではないか。もっと大学スポー

ツ、例えば競技ごとの学生連盟みたいなところも真剣にそういうことを考えないと。ボーッとした

学生と怖そうなおじさんだが自分たちの考えだけでやっていて、一部の競技以外は一般の人は誰も

見に来ていない。同じ競技をやっている人と、その親御さんくらいしか見に来ていない。まったく

関係のない人、ましてや自分のところの大学生が誰も見に来ていないスポーツ競技にどういう存在

意義があるのか。大学スポーツのスポンサーは、大学ではなくて学生です。医学部のない大学では

大学の収益はほとんど学費で賄われているのです。では特待生で入っている学生の学費と、練習し

ている設備とか合宿施設は、誰のお金で賄っているのか。やはり一般の学費を払っている学生さん

のお金で賄われている。それを還元できているのかというと、今の状況だとなかなかそうなってい

ない。その根本的な問題としては、強化策とかそんなことではなくて、僕の専門分野のところから

見ると、広報に決定的な欠陥があるのではないか。そういう視点で今日はこのシンポジウムに参加

させていただいています。

黒田 次郎氏（近畿大学産業理工学部准教授）
近畿大学の黒田です。現在の活動について簡単にご説明をさせていただきたいと思います。私自

身、青年海外協力隊の隊員として大学卒業後に中南米のコスタリカという国で野球の普及活動に従

事しておりました。そういった関係で、現在は JICAで野球の技術専門委員として、途上国の野球

の普及活動を担っております。皆さんご存知だと思うのですが、JICAについて簡単にご説明をさ
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せていただきたいと思います。JICAボランティアというのは、4種類のボランティアに分かれて

おります。対象年齢は 20歳から 39歳。それから 40歳から 69歳のシニアの方々です。活動区域

はアジア、アフリカ、中南米、大洋州、中東、それから中南米。中南米は日系人社会が多い地域と

なっております。派遣は原則 2年です。

今回私が主にお話をさせていただくのは、近畿大学の学生がペルーに行っている話です。派遣期

間は短期で、1か月から 1年未満です。これは、大学生、20歳以上の学生が、夏休みとか春休み

を利用して海外でボランティアができる、そういった期間です。

どんなことが JICAの目的かといいますと、3つです。派遣された国々の発展に寄与すること。

良い関係を築き、お互いを理解しあうこと。いわゆる友好親善であるとか、相互理解の深化などで

す。3つ目は、国際的視野を広げ、ボランティアを通して得た知識や経験を社会に還元する。帰国

後に学生は、学内はもとよりいろいろなところで帰国報告会をします。学生目線での発表というの

は非常に好評を得ております。そういった意味で、学内においては特に、最近内向きの学生が多い

と言われるなかで、海外に目を向ける学生が非常に増えているような感じがいたします。

実際にどんな活動を行うかというと、現地の政府機関であるとか、地方自治体、学校、NGO等

に配置をされ、現地の方々と課題解決に向けて協力をしながら活動をします。今年で JICAは 51

年の歴史を迎えます。約 4万 9000人の方々が派遣され、現在も 76か国で約 2500人の方々が活

動しています。職種は農林水産、教育、医療からスポーツ分野まで幅広くございます。

そういう中で、近畿大学が行っている JICAとの連携事業について簡単にご説明をさせていただ

きます。皆さんもご存知の通り、2020年に東京オリンピックが開催されます。JICAとの連携事

業というのは、ペルーの野球技術のレベルアップだけではなく野球の競技の普及も含め、近畿大学

の学生が派遣されることで、日本政府が推進するスポーツ国際貢献事業「Sport For Tomorrow」に

資するものです。毎年 10名くらいの学生が派遣されておりますけれど、技術というのはもちろん、

野球に取り組む姿勢であるとか、しつけ、そういった青少年への教育面においても非常に高い評価

を得ています。後ほど、世界から見たそれぞれのスポーツの「今」ということで、学生の活動を紹

介させていただきたいと思います。

廣田：みなさまの現在の活動と、スポーツに対する思いといったところを語っていただきました。
これからの時間は、世界とか社会から見て、スポーツの可能性とはいったいどのようなものがある

のか、大学がどういう貢献ができるか、こういったところにつなげていきたいと思います。それで

は、世耕部長のお話からお伺いしたいと思います。先ほどのお話のコミュニケーションの観点から、

まだまだスポーツでやれる可能性があるのではないかと捉えました。世耕部長から見て、社会でど

のようなスポーツの可能性がありそうか。あるいはコミュニケーションの観点から、コンテンツと

しての魅力も含めてどういう可能性があるのか、このあたりお伺いできますでしょうか。

スポンサーを熱狂させる重要性

世耕 石弘氏（近畿大学広報部長）

大学経営への危機感
私は前職で近畿日本鉄道の広報をやっていました。当時はまだ近鉄バッファローズがあり、ちょ

うどオリックスと合併するという話で大炎上したときの広報を最前線でやっていました。あの時い
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ろいろ気づきがあったというか、年間 40億の赤字を出していて、鉄道自体も 400億の損を出し

てリストラして、ボーナスが商品券になるみたいな世界です。その時にプロ野球選手に 5億、6億、

7億も払っていることに対して、非常に社内で冷ややかな目がありました。オリックスと合併する

となった時も、誰も止めようともしなかった。社員から心が離れていたのですね。やはりスポーツ

をやっていく限り、まずは母体というかお金がしっかりしていないことにはどうしようもない。そ

のためにはどうしていくか。

先ほど言いましたが、大学としてそれなりに今どこの大学も力を入れてやっていますけれど、こ

れからの大学が大変なことになるのは皆さんご存知ですよね。2018年問題。今でも大学の 4割が

定員割れです。定員割れしているというのは、典型的に危険な状態です。そういう大学がもっとも

っと増えてきて、多分 6割とかってなってくるでしょう。しかも大都市圏の大学、大規模大学と

いうのは定員の抑制がかかってきていて、今年から軒並み大手の大学では入学させる学生の数が減

るようです。そうなると何が起こるかというと、学費収入が減る。これから大学は昔みたいにジャ

ブジャブお金をいろんなところに使える時代ではなくなってくる。どこかで大学スポーツというも

のに対して方向転換があるのではないか。その時に潰されないためにも、やはり「大学スポーツが

あることによってこういうメリットがあるのだ」ということをもっと示していかないといけない。

スポンサーである学生とのコミュニケーション
何のメリットかというと、やはり本当のスポンサーである学生が熱狂できる環境を作るのが先決

ではないか。大学生活で、サークルでも就職活動でも研究でも、苦しんでいるときに熱狂させてく

れるもの。要するに、広島の人たちが広島カープから、北海道の人が日ハムから勇気をもらって明

日から頑張ろうという風になっている。それが、大学でものすごいことをやって優勝したりしてい

ることに、なぜ同じ大学の人たちが同じように熱狂できないのか。決勝くらい観に行ってやろうと

いう風にならないのか。その根本は、連盟なり大学自体の広報、一般の学生とのコミュニケーショ

ンが全くできていない。○○大会で優勝しました、勝ちました、という話は聞きますが、では観客

をどれだけ動員していたのか、自分のところの学生が何人応援に来ていたのか、という視点が全く

無い。今はそれでいいですが、いずれ本当に大学の経営が厳しくなって、一つずつクラブへの援助

が打ち切られていく時代が来るときに、そのクラブを守るためにそういうことをもっと力入れてや

っておかないといけないと思います。

廣田：スポンサーは学生だというお話で、在校生、あるいは教職員を熱狂させるようなことも意識
していかなくてはいけない。そういうような仕掛けを大学自体が持っていかなくてはいけない。こ

んなお話だったかと思います。

これと関連する話かと思いますが、藤井先生は実際にファンを開発し、まさしく「稼ぐチーム」

を育ててきたわけです。今のお話も踏まえて、あるいは藤井先生のご意見も踏まえてお話をいただ

けますでしょうか。
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「ファンサービス・ファースト」のために

藤井 純一氏（池坊短期大学学長）

ファイターズの理念
ファイターズの話になって申し訳ないですが、お金の話は少し置いておきまして、スポーツがど

れくらい地域に対して力があるのかという話です。地域が明るくなるとか、住民が元気になるとか、

それから地域が発展するとか。ファイターズの場合、企業理念が「スポーツコミュニティ」です。

これは、スポーツが近くにある、スポーツが地域のコミュニティの中心になっていくことが企業と

しての存在価値だということです。経営理念は「チャレンジングドリーム」。これは、既成概念に

縛られない、新しい挑戦、夢のある挑戦を実践しましょうということです。スポーツ界というのは

非常に既成概念があり、プロ野球界も既成概念が当時ありました。あえて北海道に移ったのだから

新しい気持ちでやろうということで、こういう経営理念を作ったわけです。

もう一つは活動指針です。よく学生の皆さんに、「プロ野球選手、プロサッカー選手は誰から給

料をもらっているのか」と質問をします。ここにいらっしゃる方は当たり前のようにご存知だと思

いますが、よく「オーナー」とか「社長」という答えが出てきます。基本的にはファンの人たちで

すね。ファンの人たちがいなければ、リーグもないし、プロ野球もない、プロサッカーもない。今

の大学スポーツの世耕部長の話にもありましたように、大学の学生というのは大学の入学金とか授

業料の一部をいただいて、スポーツをやっているわけです。そういう意味では、見方を考えなけれ

ばいけないと感じています。ファイターズの活動指針は、「ファンサービス・ファースト」です。

これは普通の企業では当たり前で、「お客様第一主義」。先ほども言いましたように、ファンがあっ

ての球団。究極は、地域の必要材になること、ファイターズがいらないと言われないようになろう

ということで運営してきました。ファイターズが札幌に移転した時は、46億円の赤字でした。近

鉄より多かった。これはやはり、自分たちの地域の人たちに応援してもらって、ファンを作ること

によって自立していこうと経営してきたわけです。そのためにはやはり、ファンの力が非常に大事

です。

「儲ける」ことの重要性
ファンサービスとか地域密着とか話がいっぱい出てきます。いろいろなことを言われます。セレ

ッソの時もそうですが、地域密着、ファンサービスだから当然地域のためにお金をかけてやってい

く必要がある。そう言われたのですが、お金がないのにどうやってやるのか。まずお金がなかった

ら地域密着もできないし、ファンサービスもできない。だからファイターズで私が言っていたのは、

「とりあえず儲けろ」ということです。儲けなかったらファンサービスも地域密着活動もできない

から、いかに儲けるかを考えろというようなことを言っていました。大学スポーツについても、こ

れから学生数が減ってきて、なかなか投資できないようになってくると、大学スポーツ自体もビジ

ネス化していく必要性があるのではないか。

廣田：ビジネス、あるいは資金が大事だということ。もう一つは一体誰がスポンサーなのか、誰が
お客さんなのか、こういったところが非常に重要になってくのではないかというお話でした。次に

海外の事情にも詳しい小笠原先生、そのあたりをお伺いできますでしょうか。
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「レクリエーション・デパートメント」の存在

小笠原 悦子氏（順天堂大学女性スポーツ研究センター長）

世耕部長のお話を聞いてわくわくしています。今までこういう感覚で話し合えるというか、共感

できることがなかなかありませんでした。

まず大学の競技スポーツ、私が 4年間見てきた Ohio Stateで一番すごいというのは、もちろんフ

ットボールの話はあるかもしれないですが、実は違います。私も一学生でしたけれど、要するに

我々のようなアスリートでない学生へのサービスがすごいわけです。レクリエーション・デパート

メントというところがあります。みんなアスレティック・デパートメントの話しかしないのですが、

それは 5万人の中の何百人しかいないわけです。あとの 4万何千人と地域住民とスタッフとその

家族の全てがレクリエーション・デパートメントに面倒を見てもらっているのです。例えば Ohio 

Stateだったら、2003年にすごい施設を作りました。これがかっこよくて、今でもリノベーション

していて、トレッドミルが 100台以上あります。ものすごく近代的で、入るだけでわくわくする

ようなものです。これは一般の学生とスタッフと地域住民のものです。アスレティック・デパート

メントのフットボール場が何個あるとか、それが素晴らしいとかという話はもちろんです。でもそ

うではなくて、4万何千人プラス地域住民のための施設の方がわくわくする。こういうのはなぜ日

本にないのだろう。本当にお金を払っているのは学生じゃないか。地域住民もサービスを受けてい

るからこそ、自分のチームの Tシャツを着て一緒に盛り上がることもあるのではないか。顧客満

足という意味もある。そこが何もなくて、ただ学生アスリートだけがもらっているような感じだ

と、どんどんスポーツから興味が離れていく。そういうことが起こっているのではないか。私が

NCAAの日本版構想に対してすごく不安に思っているのが、お金儲けに行ってしまって、普通の

学生、学生の家族、スタッフと家族、地域住民の人たちのスポーツというところを、どれだけ日本

版 NCAAの人たちは調べているのだろうかということです。そのバランスをきちんととらない限

り、もっと無視されていくのではないか、GDPは上がらないのではないか。そんな気がして仕方

がないのです。

廣田：後で論点として地域創生、コミュニティ再生といったところも少しご意見お伺いしたいと思
っていたのですが、今小笠原先生におっしゃっていただいた話は非常に面白い視点です。やはり大

学の中でアスリートの方の活動がさらに広がっていき、本当に大学と一体感を持つという意味で、

今の視点がすごく重要なのかなと思いました。

そのアスリートの資質をいかに活用するかという観点で、黒田先生は海外、特に中南米、あるい

は途上国に彼らが持っている資質、資源をうまく活用して、新たな価値を作っていらっしゃる。こ

ういった活動を通じたアスリートの可能性も含めてコメントをいただけますでしょうか。

近畿大学生のペルーでの活動

黒田 次郎氏（近畿大学産業理工学部准教授）

本学の学生の紹介をさせていただきたい。みんながみんなプロ野球選手になるわけでもないです

し、Jリーガーになるわけでもない。そういった中で学生がボランティア活動をしてどういったこ
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とを学んでいるかということをご紹介させていただきたいと思います。

学生がペルーで活動している主な内容というのは、以下の通りです。まず選手がペルーの子ども

たちに技術指導をするということですが、実は野球先進国である日本の学生が途上国の子どもから

非常に多くのことを学んでいるということもあります。それは野球教室を行うことによって、様々

な文化風習が違うところでいろいろなことを学んでいるということです。具体的に写真をお見せし

たいのですが、これは学生が指導しているところです。英語ではなくてスペイン語です。そういう

中で学生自身が、一生懸命身振り手振りで教えているところです。次は、日本は文部科学省でいろ

いろな体力測定をやっていますが、現地では全くそういうような習慣がありません。子どもたちの

モチベーションを高めるために 50m走を測ってみたり、握力とか立位体前屈とか立ち幅跳びをし

たりとか、そういう測定を行っているところです。次は、バッティングのスイングスピードを測定

している写真です。次の写真、野口英世さんという黄熱病で有名な方で、あまり日本では知られて

いないのですが、当時ペルーの国の健康問題を研究していた。そういうようなことがあって、この

子どもたちのユニフォームの胸のマークには、ローマ字で「NOGUCHI」と書いてある。そういっ

た功績で、非常に親日家の方が多かったということです。次は、日本では当たり前のように練習前

後にはグラウンド整備をするのですが、中南米は文化風習が違って、グラウンド整備をしないので

す。自分たちが使ったグラウンドはきれいにしようということで、教えているところの写真です。

次は交流試合の 1コマです。次の写真が今日言いたかった一つのポイントなのですが、古い道具

を使っています。ご覧になってお分かりの通り、日本ではこういった道具はおそらく使わないと思

うのですが、現地の子どもにとっては非常に貴重なものです。学生自身が日本全国の野球教室を周

って、こういう道具を集めて運ぶというボランティア活動をしています。スポンサーは化粧品を作

っている会社のファンケルさんですが、こういうようなことをして海外に野球の普及活動をしてい

る。大学スポーツとは違うのですが、2020年に東京オリンピックで野球が正式種目になります。

6か国で戦うと言われているのですが、これは、途上国と先進国のレベルの差が全く異なるという

ようなことです。6か国しか参加しないのかもしれませんが、こういう中で途上国のレベルをアッ

プするというのも、もしかして日本の務めなのかもしれません。

ディスカッション

廣田：社会における、世界におけるスポーツの役割ということでご意見をいただきました。やはり
自立をしていくということが重要な話、あるいは地域と共生していくということが大きなキーワー

ドです。そのためには当然お金も必要だという話ですが、我々大学スポーツとかアマチュアスポー

ツはあまりお金を稼げない。先ほどの松浪先生の講演でも、稼いでいくという話もキーワードだっ

たと思います。

ここからは実際にどうやって産業化していくか、自ら収益化していくか、あるいは地域に価値を

見出していくか、あるいは在校生に価値を見出していくか。こういうようなところを手掛かりに、

そのあたりのアイディアとか可能性みたいなところをお伺いできればと思います。藤井先生の方か

ら、ビジネスにおける可能性について、その勘所も含めてお話お伺いできますでしょうか。

藤井：日本とアメリカのスポーツ産業の売り上げの金額の比較です。日本の場合、1995年は約 6
兆円ありましたが、2013年には 4兆くらいに下がっている。アメリカは反対に 56兆円というく
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らいの金額に変わっていて、非常に規模が変わってきています。これはスポーツ産業全体だけで

はなく、Jリーグも野球界もそうです。野球界も、1995年は NPBが 1としたらメジャーリーグは

1.5くらいでした。それが今は、NPBは当時の 1に対して 1.5か 1.6くらいになっていますが、メ

ジャーリーグは 7とか 10という時代になってきています。そういう意味で、日本のスポーツとい

うのは、Jリーグができて初めてスポーツビジネスという話が出てきて、スポーツ界自体もまだま

だ暗中模索の時代。これからこのスポーツ界をどうしていくか、ということになると思います。

スポーツには「するスポーツ」と「みるスポーツ」とありますよね。根本的にはする方より見る

方が多いわけです。野球でもプレーしているのは 18人だけ、観ているのは 4万人という形です。

いかに「みるスポーツ」が大事か、という感じがしています。大学スポーツも、いかに「みるスポ

ーツ」にしていくか。ファイターズもセレッソ大阪も、パラシュート型です。地域の人が来てくれ

と頼んだわけではない。欲しいと言われたわけではないです。大学スポーツも全学の学生にとって

あって良かったね、と思われるようにどう改革していくのか。

廣田：「みるスポーツ」という話になると、例えばプロだと技術水準がすごく高いとか、ショー的
要素が非常に高いと思います。しかし学生スポーツは、失礼ながらプロよりも少し技術水準が落ち

る。だけれども、「みるスポーツ」として、地域の人たちや在校生に一つのモデルとして機能させ

るにはどんなところに焦点を当てたらいいのか。例えば技術の水準の高さでいうと、全然相手にさ

れないという話になると思うのですが、その辺のポイントはありますでしょうか。

藤井：オリンピックをすると、当然日本人は日本を応援しますよね。やはり「アイデンティティ」かな、
という感じがします。例えば近大の学生アスリートみんなが、スポーツをする近畿大学の代表です

よね。このラグビーの選手、チームは大学の代表だから応援していきますよ、というようにアイデ

ンティティをどう持たせるか。これは非常に難しいと思うのですが。

廣田：世耕部長、今のお話で、「みるスポーツ」あるいは将来は「稼げるスポーツ」という形にな
ると思うのですが、大学スポーツを産業化していくという話につなげていく上で、何かポイントは

ありますでしょうか。

世耕：小笠原先生がおっしゃっていた、アメリカがモデルになると思います。聞きかじった話ですが、
稼げる競技に集中投資して、そこで稼がせる。そうではないクラブがたくさんあって、私の話もつ

いつい推薦をとって学校から支援してもらっているクラブのことばかりですが、そうではない、例

えばラクロスとか大学から始められるスポーツにも平等に分配する。良く知りませんが、例えば早

慶戦で入場料がそれなりに上がってきても、そのクラブだけの収益で終わってしまっているかもし

れない。それをトータルでやるのが今のアメリカのモデルだと聞いています。そうすることで、マ

イナースポーツのクラブの子も、一番強いクラブが勝ってくれると「うちにも部費がくる」みたい

な形になって、応援してもらうことができるのかなと思います。

もう一つ、例えば早慶戦は盛り上がるわけじゃないですか。観客動員数を見ると、早慶戦以外の

東京六大学は大して人が入らないわけです。早稲田、慶應といえども、失礼ながら東大や一橋に落

ちて行っている子もかなりの数がいる。彼らは失意の入学を迎えて、「こんなところに来るはずじ

ゃなかったのに」とか言いながら、5月に野球の早慶戦にサークルなどで観に行く。肩を組んで応

援歌を歌ったりして盛り上がっているうちに、「ここでもいいか、ここでがんばろう」という気持
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ちに転換させるすごい動機になるわけです。そこがやはり投資する価値があって、早稲田さんなど

はうまく使っている。スポーツにすごく力を入れておられるのもそういうメリットを見越している

からでしょう。早稲田大学はもう知名度を上げる必要はないですし、スポーツが強い大学だと売り

出す必要もない。おそらくアイデンティティを高めていって、卒業生もそのアイデンティティを高

めて、最終的には寄付金という形で大学にリターンしてもらうという狙いがあるのではないでしょ

うか。卒業すると基本的に大学は関係なくなりますが、スポーツは「今年も頑張ってくれている」

と唯一見られるものだと思います。それが最終的に、偉くなったら寄付しようかというサイクルが

できてくる。そういう使い方もあるのではないかと思います。

廣田：組織に対するロイヤルティをいかに高めていくか。私ども教員も、特に 1年生は不本意で
入ってきてしまった学生がかなりいるので、彼らのモチベーションをいかに上げていくか。「勉強

が楽しいよ」みたいな話ではなかなか通用しない。「この組織ってこんな面白さがあるのか」みた

いな気づきを与えていく。スポーツはやっていなくても、「みるスポーツ」の大学への効用みたい

な話で、非常に大きな可能性がありそうな気がします。

もう一つ、世耕部長の重要な話というのは、お金の分配です。強いところ、稼げるところがそれ

を独占するのではなく、大学全体でうまく分配をしていく。そういうことによって、様々なスポー

ツの広がりが出てくる。アメリカと日本の産業比較の中で一番重要なのは、裾野の広さというとこ

ろが大きいと思います。そんなところにうまくつなげていけたら、大きなソリューションが出てく

る可能性があると思います。

小笠原先生、今のお金の話ですとか、あるいはスポーツをやらない、観ない人たちをうまく巻き

込んでいく。こんなところで何かキーワードになりそうなトピック、お話はありますでしょうか。

小笠原：アメリカではフットボールと男子のバスケットしか稼げないわけです。あとの種目は全然
稼げない。私が留学していたころは、何が問題だったかというと、「稼げないから女子はいらない」。

どれも稼げない。フットボールからすれば、「なぜ女なんて要るのか」という話になるわけです。

ところが女性にどんどんスポーツをやらせるため、1972年に「タイトルⅨ」というのができました。

教育修正条項第９条というのですが、「男女を平等に扱わなかったら、あなたたちの大学には連邦

政府から補助金をあげません」という罰則をつけた。そうなると結局やらざるを得なくなった。「女

の子たちに奨学金をあげないとか、ユニフォームをあげないとか、練習時間を与えないとか、ある

いは平等に扱わなかったらもうあなたの大学に補助金はあげません」と。フットボールの人間を減

らさない限り平等の数にはならないという話になり、「何を言っている。稼ぐところを減らすなんて」

みたいな話になりました。いろいろなことが起こったのですが、20年ちょっと経って、どう収ま

っているのかというと、ルールを変えました。例えば DivisionⅠは何チーム、DivisionⅡは何チーム、

しかも男女同じ数のチームが所属しなくてはダメで、そうでないとNCAAのDivisionⅠになれない。

女子と男子の種目が一緒とか、逆に言えば女子の方が多くなくてはダメというルールにセッティン

グした。結局は分配するわけです。NCAA Diivision Iの選手たちにはスカラーシップが平等に分配

される。そうすると、当然ながら不平等の話は出てこない。全部のスポーツへ分配は無理ですから

種目数を絞ってやっていくことになった。

では日本流はどうなのかとなった時に、当然全ての大学が同じことをやれるかというと難しい。

ただ日本が何をやっていないのかというと、スーパースターがその大学に 1人とか 2人とか 10人

いて、例えば順天堂大学だったら駅伝部や体操部で、スーパースターは存在していても、そのパー
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ソナルストーリーがあまり広まらない。Twitterなどでは流れますが、その程度です。そうではなくて、

そのパーソナルストーリーみたいなものに、みんながもっと興味を持つような、みんなが食い込

むような広告を打っていない。大学の中に打っていない。あるいは、そのコミュニティ、OB・OG

たちに打っていないということになるのではないか。寄付金が集まるか集まらないかはすごく大事

なはずなのに、ただ寄付金の紙だけが来る。

廣田：世耕部長、「学生スーパースター」と、あと OB・OGのコミュニケーション、あるいは在校

生のコミュニケーション。「こんなスターがいる」というところで、何かアイディアとか、似たよ

うな事例はありますでしょうか。あるいは、OB・OGからの寄付金というお話はもう一段先かも

しれませんが、在校生にこういうアスリートがいて、こういうスーパースターがいる。あるいはス

ーパースターを育てていくとか。アメリカの大学はやはりスーパースターを育てていくというロジ

ックがありそうな気がするのですが、その辺も踏まえてコメントをいただけると嬉しいのですが。

世耕：私は広報部長の傍ら、水泳部の部長をやっています。うちはそれほど強くなくて、オリンピ
ックは 1人も出られなかったのですが、パラリンピックで一ノ瀬メイいう選手が出ました。今回

リオということで相当距離も遠いので、家族の旅費というのもかなりの負担でした。それをどうし

ようかというときに、ちゃんと会費制でお金を取って壮行会をやりました。彼女の家族の渡航費を

稼ぐためにやるという目的をきちんとして、いろいろな人に声をかけて来てもらいました。それく

らいは簡単に集まったのですが、彼女が挨拶をする時に、なかなか彼女の言葉のメッセージが強く

て感動しました。50、60の人が半泣きになった。そして終わった時に、「世耕さん、来て良かっ

たよ」と言ってもらえた。たまたま彼女はそういう才能があったけれど、作ろうと思えば作れるこ

とです。山本貴司という水泳部の監督も言っていたのですが、彼はメダルを獲る前から、獲ったら

何を言うか考えていたらしいです。それくらいしなかったら味方はつきませんよと。篠原さんとい

う柔道の選手と 2人で話していて、篠原さんはそんなことを全く考えてなかったからファンが少

なかったと言われている。そういう要素というのは、それほど難しく考えなくても、意外に簡単な

ことで、僕らもスポーツで感動するのは、金メダルを獲った人の本当にちょっとした言葉です。北

島康介の「チョー気持ちいい」とか、あれだけで感動できる。そういう可能性は今の大学生も十分

秘めていて、そこからいろいろな資金を導き出すきっかけにできると思う。ネットのクラウドファ

ンディングとかを使えば、500円、1000円でもいいんです。

廣田：アスリートの方、特に世界を目指している方は独特の経験といいますか、特殊な経験を持っ
ているので、言葉の重みとか、シャープさがものすごい。やはりそういった方のお話を直接聞く機

会というのは、参加者のみなさんにとってものすごくインパクトがあるし、ファンを作っていく一

つのきっかけづくりになる。最後の方にありましたクラウドファンディング、あるいはソーシャル

メディアでライブ的に発信していくといった新しいコミュニケーションの手法というのも今後あり

そうな気がしました。

黒田先生は、どちらかというとアスリートが持っているリソースを地域の人、あるいは他の発展

途上国などでも十分使えて、それが新たな広がりを生むというお話だと思います。アスリートが持

っている力とか、地域への広がりみたいなところでコメントをいただけますでしょうか。

黒田：よくスポーツに言葉はいらないと言われるのですが、途上国においては友達作りとか、そう
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いったことが非常に大切だと思います。国際貢献ではない話を一つさせていただきたいと思います。

収益の話で、春・夏の甲子園はかなり収益があると思います。高校の場合は高体連という組織が

あって、大体の種目がその中に入ってパッケージとして売られている。大学スポーツに目を向ける

と、例えば野球で言えば 6月に全日本大学選手権、11月に明治神宮大会というものがあります。

それぞれの学連が勝手にやる傾向があると思います。高校より高いレベルの大学のスポーツを観た

方が楽しいのかもしれませんが、そういう高いレベルのスポーツをやっているにも関わらず、お客

さんが来ない。これはやはり何か考えなければいけないということを非常に強く感じます。そうい

った意味では、全ての種目が一つになって考えることも必要なのかもしれません。

廣田：大学の中で、大学が持つアスリートをうまく活かしながら、かつ収益の方にも結び付ける、
あるいは地域の貢献にも結び付ける。そういった循環の中でアスリートたちがさらに高いレベルを

目指せる。こういうような環境づくりが非常に重要だというところが議論の焦点だったと思います。

そういったものを受けて、大学として、例えばどのような制度、どのようなプログラム、あるいは

どのような指導者、こういったものの整備をしていく必要があるのか。この辺についてそれぞれの

お立場でコメントをいただけるとありがたいのですが。

藤井：野球とサッカーの社長はやりましたが、スポーツをやっていたわけではないので、どうして
もビジネスの方の話になってしまうのですが。選手は変わるもので、歳をとってくるし怪我もする

と言っていましたので、少し感覚が違います。なぜパ・リーグがこれだけ元気になってきたのかと

いう話です。昔はお客さんが入らず、ファイターズも東京でやっている時は「お客さんの数が勘定

できた」と選手から言われたくらいです。今では満員という話になってくる。それはなぜかという

と、やはりパ・リーグはお互いに協力、競争しだした。本当は 12球団でやるべきだったのですが、

セ・リーグはパ・リーグと一緒にやっていられないと。だけれどもリーグビジネスが必要だという

ことで、「パシフィックリーグマーケティング」というリーグビジネスの会社を作った。今はクラ

イマックスシリーズに行くとパ・リーグはスポンサーがついているわけです。要するに、自分たち

で稼いでそれを地域に貢献するにしても、選手の強化にしても、できるようにどうしようかという

話になったわけです。やはり大学も、先ほどお話が出ていますように、各クラブが一緒になってど

うするか、各連盟が一緒になってどうするか。アメリカではメジャーリーグとかそういうものとよ

く似た NCAAというのがあって、各大学が全部集まって一つの目的に向かってやっている。日本

はなかなか難しいという気がしますが、各連盟でやっていく必要がある。それをどう分配していく

かということになり、ビジネスに浸かっていくと、やはり大学の場合はもう一つはガバナンスをし

っかりしておかないといけない。その二点です。

小笠原：世耕部長からお伺いしていて、やはり日本の大学が最も弱いのは、プレスリリースという
かメディア用のものを各クラブが用意していないということ。今は SNS上でしょうけど、アメリ

カは全て用意されている。たとえ SNSを使っても、作る人がいないから出せないわけです。アメ

リカはそれに相当力を注いでいる。だから情報が広がる。あるいは面白い、引っかかるということ

のローテーションがうまくできている。日本ではここを学生に任せてしまって、プロフェッショナ

ルがやっていない。これはプロがやらないと金儲けにはならないだろうということで、最初にやら

なくてはいけないことではないかなと思いました。

次にリーダーの話です。私は先ほど申し上げたように、NCAAの女子はプロのコーチを育てて
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いるので、これは早くやらないとダメだと思って 2年前にスタートさせているのですが、「ベスト

オブベスト」のコーチを育てるには、やはり「ベストオブベスト」の教育をしなくては無理です。

では他のところでそれができるのかというと、そうではない。大学は学問、情報でいえば最高のも

のを集める場所でなくてはいけないはず。そこがこういうプログラムを提供できないのはおかしい

のではないか。だからリーダーを育てるにあたっても、大学の役割は「ベストオブベスト」の人を

集めること。しかも大学の中でやるという発想をやめて、価値の一致しているところと組めばいい。

ビジネス界ではみんなやっています。だから早く価値の合うところと結びついて、成功例を出すと

いうことが一番ではないかと思っています。

廣田：自前主義をやめていくことは大事だし、アライアンスを組んでいくという話もあると思いま
す。小笠原先生に確認したかったのですが、海外だと比較的ありますけど、どういう体制があると

企業との連携とか、自前主義を離脱していくということにつながるのでしょうか。

小笠原：日本とアメリカのカルチャーを見ていて思うことは、日本のスポーツ界はあまりにも形式
的で、「誰々が 1歳上だから何も言えない」ということが起こっている。それが全てを止めている

から既存のリーグを使ってやろうとなる。それは歴史を止めることだと思うので、やめたほうがい

い。そうではなくて、先ほどから言っているように、早く価値が一致しているところがスタートさ

せて、例としてできるということを示せば納得させられる。ところがオーソリティーを持っている

ところのお伺いを立てている間に終わってしまう。既存のフレームを待ってはダメ。それよりも、

本当に高いレベルで一致している人たちが、成功することが見えているのだったら「もうやりまし

ょう」という話になるのではないか。

廣田：世耕部長は、今までの大学、広報も含めて既成概念をどんどん取っ払っていってらっしゃる。
スター学生など含めてのリリースの話もお聞きした。まずは既存の枠組みの中でとらわれずに大学

が進むための勘所みたいなお話を聞きたい。あと先ほど小笠原先生がおっしゃった、学生団体とか

クラブ単体に任せない、プロのリリースのありかた。このあたりコメントをいただけますでしょう

か。

世耕：大学スポーツは「終わっている」というか、かなり危機的状況にあることにみんな気がつか
なくてはいけない。この間、大学ラグビーで有名だった平尾誠二さんが亡くなられた。平尾さん以

降、誰もが知っている大学のラグビー選手は 1人でも出たのか。多分ほとんど誰も知らない。例

えばアメリカンフットボールでも、正直知っている人の名前は東海さんくらい。それはなぜかと言

うと、その後に Jリーグがすごく頑張りだして、テレビや新聞の枠が取られている。テレビも枠が

決まっていて、新聞もページが決まっている。そこをみんなが必死に取りに来ている。そこで大学

は何も考えずに、たまたま昔は面白い人が取り上げられていたから載っていましたが、今ははじき

出されている。野球やラグビーの動員を見ても、結局そういうことになってしまっている。それを

それぞれのクラブがやっていくかというと、非常に難しいと思う。

後の方の質問の答えになってしまうかもしれないが、そういう面でプロというのが必要。昔はス

ポーツ広報のプロなんていなくたってできていた。球団の昔の広報なんて誰でもできた。勝手にス

ポーツのバンキシャが来て、逆に蹴散らせながらやっていれば良かった。ところがだんだん他のス

ポーツが頑張りだして、そうなると技術が高度化してきた。そういうプロフェッショナル、しかも
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大学の場合はクラブごとで作るということは無理だと思う。それをトータルに見られる、そしてそ

れをサポートするマネージャーというのを教育する仕組みが必要。洗濯とか道具を片付けているだ

けでなくて、「もしドラ」ってありましたけど、マネージャーの組織というものが必要。偶然良い

子が入ってきて、その時だけやるのではなくて、ちゃんと育てていくという仕組み。大学として統

一して、マネージャーだけを集めて「ホームページというのはこうやって管理する」「プレスリリ

ースに出す情報というのはこうやって広報部に連絡して出す」みたいなことをしっかり教育してい

くということも必要かな。

廣田：黒田先生が今おやりになっている活動も含めて、大学の体制とか支援、あるいは今海外に展
開されていますが、国内のいろいろな地域でも多分できそうな話。今日のキーワードになっている

地域との共生の話ともかなり関連する話だと思う。こういったところでの大学の役割、あるいは大

学に求められる制度やプログラムについてコメントをいただけますでしょうか。

黒田：ビジネスという風に考えたら、学連や協会といったところがマネジメントをするといっても、
できる人がいないと思う。恐らく学生に任せているか、監督さんとか部長さんが片手間になってや

っている。そういうのが現状だと思う。だからそういうところにまずメスを入れることが必要。先

ほど申し上げた通り、高体連には、野球やその他少しのスポーツは入っていませんが、ほとんどの

種目が入っている。一方、大学スポーツにおいては、各学連が、悪く言えば好き放題やっている。

思い切って、例えば六大学を壊してしまうとか、それくらいのことをしなければ大学スポーツのブ

ランディングというのは上がらないと思う。唯一、正月 1月 2日・３日の箱根駅伝は正月の風物

詩です。それからラグビーが若干そうですが、それ以外はほとんど大学のお金を使ってどうにかリ

ーグ戦が成り立っている。

地域の話をしますと、地域にはあまり娯楽といったようなものがない。先ほどから広報やプレス

リリースというお言葉も出ていますが、うまいやり方をすれば球場、体育館等の場所代のペイでき

るくらいにはできるのではないか。

フロアからの質疑・応答

廣田：今日は様々な、新しい試みをおやりになっている 4人のパネラーの方にお越しいただいて
います。フロアの方からご質問を受ける時間を取りたいと思います。

会場 1：今日はどちらかというと大学スポーツのビジネス的な発展とか持続性という話が多かった。
一方で、大学スポーツはこれからの大学教育の一環として国民を輩出する、リーダーを輩出する役

割があると思う。大学スポーツを利用してというわけではないが、これからの国民を輩出する教育

機関としての役割、例えば今日の黒田先生のお話などはそれに近いお話だと思う。そういった関連

で少しお話が聞きたい。例えばスポーツの特異性である国際的な視野であるとか、特にグローバル

人材育成なんかも文部科学省は言っていますので、そういったところでの役割がどのようなものが

考えられるのか。

藤井：人材の話になってしまいますが、東京オリンピックもありますから、当然スポーツ界に人材
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が欲しい。役割ですが、プロ野球だとスポーツ部門とマーケティング部門という 2つの考え方が

ある。スポーツ部門というのは基本的にはアスリートの人たち、選手コーチの人たち。ファイター

ズではチームは組織図の中に入っていなくて、別物という考え方。そうして見ていくと、例えば私

はアスリートを経験していないからアスリートの気持ちは分からない。これからスポーツビジネス

の中でマーケティングをできるような人たちを教育していくためには、アスリートとして大学でス

ポーツをしたような人たちが、マーケティングの勉強をしていくということが必要になってくる。

やはり両方のことを知っているというのが一番大事。私はスポーツ部門のことは違う人にやっても

らっていたが、本来はそういう人たちがマネジメントしていくのが一番良い。ドイツのサッカーチ

ームのバイエルンでそういうことを言われました。僕らはたまたまスポーツ部門と、技術の方と別々

の人間なので、2人でミーティングに行っていた。本当は 1人の方がいいと言われた。今後、そう

いう人材を育てていけたらいい。最終的にはマーケティングもできる人材も必要になってくる。

それから、スポーツ界ではどういう人材が要るのかと言ったら、バイリンガルの人が欲しい。や

はり英語は当たり前で、もう一つは中国語かなという話をよくする。そういう人たちが欲しいとい

う話があります。大学としては、そういう人たちを輩出していくことは可能ではないかなと思いま

す。

廣田：スポーツ界に対する人材の話もありますし、アスリートからビジネス界という話もある。サ
ントリーの営業の方はラグビーをおやりになっていた方で、非常に優秀な方がたくさんいらっしゃ

る。

藤井：当然 Jリーグの選手もプロ野球の選手も、セカンドキャリアは必要になってくる。よく選手

に、「スポーツだけやっていても仕方ないからそろそろマーケティングの勉強でもしたら。僕が 40

歳の時にマーケティングの勉強をすることは可能だけど、アスリートのことを知るような運動能力

を持つというのは無理だから、絶対にあなたにとってはプラスですよ」という話をする。

世耕：学生募集の上で意識しているのは、どうしても強いクラブのことばかり言っているのですが、
一般のクラブもしっかり加入率を上げていかないといけない。みんなが目をつぶっている事実です

が、大学で人間教育をする場所はもう無いです。単位を与える授業の中では人間教育なんてできな

いです。高校の場合ではホームルームがあったり、道徳の時間があったりしますが、大学は実際の

ところは無い。理念にそういうものを掲げている割には人間性の教育をできていない。できる場所

というのは、文化会でもいいが、体育会のスポーツで、しっかり監督などを通じて大学の考え方を

伝えられる唯一の仕組みだと思う。加入率を上げていくことをもっと真剣に考えなければいけない。

うちの大学も広報としてそれを考えていて、動画を全クラブに作らせて、それをうちで集約して、

30秒くらいの動画を作った。入学前からみんながどのクラブに入れるかというのを見られるよう

にしています。まともなホームページを作っているクラブほとんどない。動画くらいだったら、天

文部とかでも 30秒でなんとなく空気は分かります。どのような人がいるのかを分かるようにして、

少しでも加入率を上げていくということが、大学が自分たちの理念をしっかり学生に伝えるために

良いのではないか。

会場 2：昨日大阪駅に到着した時にすごく面白い「マグロ広告」があった。自分もとっさに誰がや
ったとかはわからずに写真を撮った。昨夜調べていたのですが、あの広告は電通と組んでやったと
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いうことだった。実際のマーケティングや広報部がどれくらいワークしているのか。また、プレス

リリースが日本の大学では弱いというお話で、その背景ではマーケティングや広報部の意義が日本

では非常に弱く考えられていると思う。どうしたら日本でマーケティングや広報の価値というのを

高めていけるか。

世耕：広告効果について、昔は世の中の人たちがどう感じたみたいな広告代理店の資料を見せられ
ていた。今はとてもシンプルで、電車に広告を出した時に Twitterとかで話題になっていなかった

ら負け。すぐ話題になっていたらそれで勝ち。非常にシンプルに見る。これを難しく考えていくと

泥沼に入っていって、誰もやる気がなくなってしまうので、それでいいと思う。クラブのポスター

でも、自分たちで出して話題になっていなかったらそれはダメ。いろいろ炎上してでも盛り上がっ

たらそれで良い。僕らはそういう風に単純考える。後で広告代理店がいろいろ持ってきますが、そ

れはどうでも良い。出したその日にどんな反応があったかということで、シンプルに考えるように

しています。

小笠原：こうやったらできる、ああやったらできるではなく、先ほどのようなアイディアを本当に
「やる」と決める。実は大学とかには絶対にディシジョンメーカーがいる。理事長とか、権限を持

っている人たちです。そのディシジョンメーカーが「イエス」と言ってくれなければできない。と

いうことは、「イエス」というところがまずやるべきだと思います。でないと世の中は変わらない。

みんなができることではない。だから、まずはディシジョンメーカーが「イエス」と言うところが

先にやってしまうのが一番良いと思う。それで例を示せば良い。どれだけ効果があるかはすぐ分か

りますから。

会場 3：私はレスリング部に入っているのですが、大学スポーツは、高校の延長線というイメージ
が強い。どの部活もそうだと思うが、高校でやっている子がスポーツ推薦で入ってきて、大学から

新しくスポーツをするという子はラクロスなどを除けばほぼいないと思います。私はバドミントン

をやってきて、親戚がやっていたのでレスリングに入りましたが、親戚がやっていなかったら私も

やってないです。そういうことを踏まえて、中学・高校の流れが無いとやっていけないのが日本の

スポーツだと実感しています。そして、実力ではなくて、システムもかなり高校で形式化されている。

かつ私たちの認識も高校のスポーツがそのままスポーツの印象になっていると思っています。タダ

で観られるスポーツ、かつ観に行く必要がないものが今のスポーツです。だからスタジアムの集客

と言っても、頑張って煽らないと来ないし、観に行く必要がない。スタジアムや体育館も駅から徒

歩 30分だったり、どこか分からないようなところにあったりする。今の日本のスポーツは、スポ

ーツをやっていない人にとっては別に無くていいものだと思う。

小笠原先生は NCAAの日本版を作るのに携わっていらっしゃる。藤井先生はプロスポーツとし

てどうにかしてスポーツを観ていない人にも観させないといけない。黒田先生は海外でスポーツを

やっている人を対象にしているが、やっていない人も多分やっていった方が良いと思う。世耕部長

も、一つのメディアのアピールポイントとしてスポーツを使っていらっしゃる。それならやはりス

ポーツは価値の無いものと思っている人に、スポーツには価値があると思わせないといけないと思

う。四者の方々は、高校の問題や、今のスポーツ界についてどう思っているのかを聞きたいと思い

ます。
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小笠原：アメリカの例を比較しながら聞いていたのですが、ハイスクールスポーツがすごいかと言
われればそれほどすごくない。でも、やはり地域と一体になってハイスクールスポーツも盛り上が

っている。しかし、もっとカレッジスポーツは華やかなわけです。だから「あそこでやりたい」と

か「あそこで有名になりたい」と夢のあるのがカレッジスポーツなのです。先ほども言ったように、

日本は大学に夢が無いと思う。高校までの子が「同じように感じる」と言うぐらい、全然夢を売っ

ていない。大学スポーツはやはり夢を売らなくてはいけない。高校生に「かっこいい」「あんな風

になりたい」という夢を売らなくてはいけないのだと思う。ましてや、中学・高校のバレーボール

やバスケットで女の子たちがバンバン叩かれていたという話をたくさん聞いて、「こんなのやって

られるか」とみんな辞めていってしまう。日本はスポーツをもっと夢を描けるものにしなくてはい

けない。私もがんばります。

黒田：チャンピオンスポーツと楽しむスポーツを分けた方が良いと思う。みんながみんなプロスポ
ーツ選手になるわけではない。競技を極めたい人は競技を極めればいいし、生涯スポーツという言

葉もありますけれど、楽しむ人とは区別しても良いのかな。途上国において最近よく聞く言葉です

が、「スポーツをしよう」という風にだんだんなってきている。それはなぜかというと、ずっとお

年寄りになっても健康になろうということ。スポーツをすることによって国の医療費削減につなが

るということがようやく言われてきている。60、70歳のお腹が出ているおじいさんが草サッカー

をやっているとか、ソフトボールのスローピッチやっているとか、そういう光景はすごく微笑まし

い。楽しむスポーツも非常に大切だと思います。

世耕：「大学でスポーツなんか誰もしない」とか言いながらも、実はフットサルとか、昔はテニス
をやっている。聞くところによると、フットサルで 200人くらいのチームがあって、その中で男

女混合の試合に出ている。スポーツを大学生がやりたくないと思っているというより、やりたいと

いう気持ちはすごく持っている。しかもフットサルは大学から始めている女の子がすごく多い。バ

スケットサークルも最近盛り上がっていると聞くので、やりたい需要はある。ただし、「大学の体

育会なんか死んでも入るか」みたいな感じがある。それはおそらく高校のクラブの延長で面白くな

いし、大学の体育会はお酒に関しても非常に厳しいですよね。20歳以下に飲ませたら大変なこと

になります。よく知りませんが、サークルはどうでしょうか。楽しそうにやっているような気がし

ますよね。そういうところの制限で意外と若者の心理は動くので、それを僕らは真面目に考えない

といけないのかもしれません。

熱狂できないというのも、大阪だったら阪神タイガースはそんなに強くない球団でもあそこまで

みんな熱狂できる。別にプレーなんか大して観ていなくて、騒いでいる。単に勝てば人気が集まる

のではなくて、とんでもない格好をさせてみんなで歌うことが面白くて集まるのだったら、僕ら大

学側はそういう手段を考えていかないといけないと思っています。

藤井：難しい質問です。大学スポーツの各クラブでやっている選手の人たち、まずこの人たちが、
観てもらうための努力が必要かな。先ほど、大学に目立つポスターがあったら気が付くというお話

があったのですが、それでは各クラブがそういうものを出しているのかといえば出していない。例

えば、試合のある前に近大だったら近大の門の前で「明日試合があるから来てください」という話

は聞いたこともないし、他の大学でもそういう話は聞いたことがないです。この前たまたま立命館

と関西学院の試合がありましたけれど、その時に少し過激なポスターを立命館で見た。これは目立
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ったという気はしたのですが、そういうことは今後必要になってくるのではないか。やはり我々プ

ロスポーツも、最初は商店街を回るとか泥臭い営業活動をするわけです。それと同じようなことで、

やはり大学生自身も大学のお金をもらってやっているわけだから、今後それくらいのことはやって

いく必要性があるのではないかなという気がします。

廣田：ご質問はたくさんあると思うのですが、お時間の都合がありますのでまたの機会にご質問い
ただければなと思います。最後に一言ずつコメントをいただこうと思っていたのですが、今のお話

がすごく最後のコメントに結びついたので、非常に良かったなと思います。良い質問をいただきあ

りがとうございました。

今日のお話ですが、以前から「みるスポーツ」と「するスポーツ」、こういう話はよく我々も認

識をしていたのですが、もう 1つ「みせるスポーツ」がすごく重要だなと思いました。「みせる」

というのはショー的要素というよりも、ファンをいかに増やしていくか、それを学内、あるいは地

域、こういったところに広げていく。こういったところが重要になってくるということですね。そ

こには当然、我々もあまり言いたくない、触れない話なのですが、お金の問題というのはこれから

避けて通れない。こういうご指摘がたくさんあったように思います。さらにお金の調達の部分と分

配の方式、こういったところも我々スポーツに携わる人間が考えていかないといけないのかな、と

いうことです。

それともう一つあったのが、コミュニケーションの問題です。うまく掘り起こして個人のアスリ

ートのことを、地域の人たち、あるいは学内の多くの人たちにに知ってもらう。こういった努力、

工夫を重ねていかないといけない。そこにはもちろん自前も重要ですが、やはりプロフェッショナ

ルな人の力を借りていく。あるいは、ゆくゆくはそういった人材を、大学の教育を通じながら育て

ていく。こういったようなことが大学の方に求められることになっていくというところが本日のお

話の総括になろうかなと思います。

冒頭に、2020年の東京オリンピックの話が出ていました。よく東京オリンピックの話でキーワ

ードになっているのが「レガシー」です。レガシーというと、ついつい我々は箱モノの印象を受け

てしまうのですが、むしろ重要なのはソフトのレガシーかなと思うのです。今日のお話もかなりソ

フトの部分で重要な話になってくると思います。先生方はご存知の通り、1964年の東京オリンピ

ックの後に、例えばバレーボールですと地域に「全国家庭主婦連盟」というのができた。これは「マ

マさんバレー」のベースになっていきました。ママさんバレーというのはもともと PTAの人たちと、

地域の人たちが一緒になってバレーボール組織ができ、これがバレーボールの普及につながり、地

域のコミュニティにつながっていった。こういった話とか、あとはサッカーのチーム、スイミング

クラブ、体操クラブ。こういったものがどんどんできていったきっかけになっている。では次の東

京オリンピックで、どういうソフトのレガシーのきっかけづくりをしていくのか。そのキーワード

が今日この先生方のお話の中にたくさんあったような気がします。そういったところに向かって、

我々の研究も、教育も、近づいていければ良いと思います。


